




































　イ ．平成 25 年 8月末までに、一般公衆の年間追加被ばく






The comparison of external dose between non-evacuation cities in and out of Fukushima prefecture
中串孝志、古川邦之
Takashi Nakakushi, Kuniyuki Furukawa
和歌山大学観光学部、愛知大学経営学部
キ ワーー ド：福島第一原子力発電所事故、外部被ばく、環境放射線
Key Words：Fukushima Daiichi nuclear disaster, external exposure, environmental radiation
Abstract：
This paper compares the external dose between non-evacuation cities in Fukushima prefecture such as Fukushima, 







染することによって、平成 25 年 8月末までに、子どもの









［2014］はテレビユー福島社員 34 人が 2011 年 5月から丸
1 年間積算線量計を携帯して記録し続けたデ ターを紹介して
いるが、それによると、空間線量率から見積もられる追加被ば
く線量は5～ 6mSv 程度であるのに対し、この34 人の実測

































































本調査での線量率表示範囲 0000～ 999μSv/ 時
積算指示誤差 ± 10% 以内（10μSv ～10Sv）
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表 3.図 4の各レベルの区分の換算表。「μGy/h」の欄が図 4 内
に示された凡例である。
レベル μGy/h μSv/ 日 mSv/ 年
H 0.127 < 3.05 < 1.11 <
G 0.109 - 0.127 2.620 - 3.05 0.955 - 1.11
F 0.0907 - 0.109 2.180 - 2.62 0.795 - 0.955
E 0.0725 - 0.0907 1.740 - 2.18 0.635 - 0.795
D 0.0543 - 0.0725 1.300 - 1.74 0.476 - 0.635
C 0.036 - 0.0543 0.864 - 1.3 0.315 - 0.476
B 0.0178 - 0.036 0.427 - 0.864 0.156 - 0.315








































































































図 5.第 1 回福島県内計測結果。





















図 6.第 2 回福島県内計測結果。図 5とは全計測時間が異なる
ことに注意。
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環境省，平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に
伴う原子力発電所の事故により放出された放射性物質による環境の汚


















帯可能な各種のサーベイメー ター は1cm 周辺線量当量率を測定
しており、そこから計算される空間線量率の推定値には差が出
て当然である。
